
リオ+20 報告会 in 仙台 （主催：環境省 共催：リオ＋２０国内準備委員会）

「地球サミット 20年後のブラジルから東北へのメッセージ」

1992 年の国連環境開発会議（地球サミット）から 20 年後となる 2012（平成 24）年 6 月に、リオ・

デジャネイロ（ブラジル）で「国連持続可能な開発会議」（以下、リオ+20）が開催されました。リオ

+20 に出展したジャパンパビリオンでは、東日本大震災からの復興に対する取組みが紹介され、東北

の子どもたちから世界に向けた Thank you メッセージや、東北地方の復興や魅力が世界に向けて発信さ

れました。

会議で発信されたメッセージなどを共有するため、今般、報告会を開催します。報告会では、現地

で紹介された東北の取組みやブラジルから発信されたメッセージを、実際に会議に参加した者から報

告いたします。また、持続可能な社会に向けて今後何をすべきかなど一緒に考えたいと思います。皆

様のご参加をお待ちしております。

株式会社 三菱総合研究所（http://www.mri.co.jp/）
〒100－8141 東京都千代田区永田町二丁目１０番３号
環境・エネルギー研究本部
「リオ+20 国内準備委員会事務局」 （担当：水上・奥村）
電話：03-6705- 5713 E-mail： rio20_houkoku@mri.co.jp

 現地ブラジルからの報告（リオ＋20 結果報告）
 リオ＋２０全体の報告

環境省地球環境局国際連携課
 KIZUNA MESSAGE for Biodiversity の報告

涌井 史郎（東京都市大学教授/国際生物多様性年国内委員会「地球生きもの委員会」委員長代行）
 リオ＋２０国内準備委員会からの報告

崎田 裕子（リオ＋20 国内準備委員会共同議長/NPO 法人持続可能な社会をつくる元気ネット理事長 ）

 東北からの活動報告
 海と田んぼからのグリーン復興プロジェクトとリオ＋２０

岩渕 成紀 （NPO 法人 田んぼ 理事長）

 全体ディスカッション ～ポストリオ、我々が本当に求める未来は？～
 実際にブラジルに行って会議や行事に参加した関係者が登壇し、会場の皆様と一緒に、持続可

能な社会に向けて今後われわれは何をすべきか等について考えます。

開催日 2012 年 7 月 24 日 (火) 13:30～16:30 （開場 13:00）

会 場 仙台国際センター 2階 大会議室 「橘」
（〒980-0856 仙台市青葉区青葉山無番地）

入場
無料

プログラム

問い合わせ



■交通機関
バス · 乗車：仙台駅前（西口バスプール、⑨番乗場） 降車：博物館 （180 円／約 10 分）

路線：「710 宮教大・青葉台」「715 宮教大」「713 宮教大・成田山」「719 動物公園循環 青葉通・工学部経由」
「720 交通公園・川内営業所」

タクシー ·· 仙台駅前から約 7 分（900 円程度）
車 ····· 東北自動車道仙台宮城 I.C から約 10 分（仙台西道路経由：「仙台城」方面の標識に従ってください）
仙台空港から タクシー：約 35 分 鉄道：仙台駅まで約 25 分

講演者略歴

【個人情報の取り扱いについて】 「リオ＋２０報告会」は、環境省地球環境局国
際連携課からの業務委託を受け、(株)三菱総合研究所が事務局を務めております。
いただきました個人情報は、（1）当報告会の運営管理の目的に利用させていただき
ます。また、当報告会についてのご連絡及びご案内等を送付させていただくことが
ありますが、ご要請があれば、すみやかに中止致します。（2）必要なセキュリティ
対策を講じ、厳重に管理致します。（3）当報告会の運営管理及び当報告会について
のご連絡及びご案内等送付のため、本業務委託元である環境省地球環境局国際連携
課に提供致します。また、環境省地球環境局国際連携課から、当報告会に関係する
府省（外務省、文部科学省、農林水産省、経済産業省、厚生労働省）にも提供させ
ていただくことがございます。（4）利用目的終了後、三菱総合研究所管理分におい
ては、弊社が責任をもって廃棄いたします。
【個人情報の取扱いに関するご連絡先、苦情・相談窓口】※開示、訂正、利用停止
等のお申し出は、下記窓口までご連絡ください。
(株)三菱総合研究所 広報・IR 部 広報室

電話：03-6705-6004、FAX：03-5157-2169、E-mail：prd@mri.co.jp
URL：https://secure.mri.co.jp/MRI/kojin
【弊社の個人情報保護管理者】 株式会社三菱総合研究所
代表取締役副社長 西澤正俊
（連絡先：03-5157-2111、E-mail:privacy@mri.co.jp）
◆弊社の「個人情報保護方針」「個人情報のお取扱いについて」をご覧になりたい
方は http://www.mri.co.jp/TOP/privacy.html をご覧下さい。
又、ご請求いただければお送り致します。

お問合せ番号：P026294-006-c

右記サイトから申し込みをお願いいたします。http://www.mri.co.jp/rio20houkoku

Web サイトにアクセスできない方は、個人情報の取り扱いについてご同意いただき、以下をご記入の上郵送又は FAX にて送付頂くか、

お電話にてお申込み下さい。

宛先：株式会社三菱総合研究所 環境・エネルギー研究本部 リオ＋２０国内準備委員会事務局（水上、奥村）

お名前 ご所属

連絡先 電話： FAX：

お申し込み FAX：０３－５１５７－２１４６ （下欄にご記入の上、ご返送ください）

仙台国際センター地図

「リオ＋20 国内準備委員会」共同議長／NPO 法人持続可能な社内をつくる元気ネット理事長
ジャーナリスト・環境省登録の環境カウンセラー。1974 年、立教大学社会部卒業。出版社で
11 年間雑誌編集を務めた後、フリージャーナリストに。生活者の視点で、近年は環境問題、特
に「持続可能な社会・循環型社会づくり」を中心テーマに取り組んでいる。地域に根ざした環
境学習や環境まちづくり、環境ビジネス推進等に広く関わっている。2011 年より「リオ+20
国内準備委員会」共同議長。

NPO 法人田んぼ理事長。1956 年宮城県生まれ。90 年兵庫教育大学生物学科修士課程修了。
仙台市科学館学芸員、宮城教育大学客員教官などを経て、2002 年より宮城県立田尻高校教諭。
2006 年退職して、NPO 法人田んぼを立ち上げ、住まいを仙台から田尻に移す。冬の水田に水
を張り、ガンカモ類の冬のねぐらやエサ場、コウノトリやトキの生息地の復元を目的とした「ふ
ゆみずたんぼ（冬期湛水水田）」の実践的研究や、 インターネットを活用した田んぼの生きも
の調査、こどもたちの興味をひきだす多様な環境教育を実践している。

造園家・ランドスケープアーキテクト。東京都市大学 環境情報学部 教授。中部大学・桐蔭
横浜大学・東京農業大学 客員教授。国連生物多様性年国内委員会「地球生きもの委員会」 委
員長代理、(社）国際観光施設協会 副会長、生物多様性広報 参画委員会 座長などを歴任。
平成１７年 愛・地球博 会場演出総合プロデューサーを務める。造園・ランドスケープアーキ
テクトとして「景観十年、風景百年、風土千年」と唱え、人と自然の空間的共存を多くの作品
や計画に携わっている。ＴＢＳ「サンデーモーニング」コメンテーター等、TV 番組でのコメン
テーター経験も豊富。

崎田 裕子（さきた ゆうこ）

岩渕 成紀（いわぶち しげき）

涌井史郎（わくい しろう）


